
 
 
 
 
 
 
平成26年2月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成25年3月1日～平成25年8月31日) 
 

 
 
平成26年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 
 

（注）平成26年２月期の通期の業績予想における１株当たり当期純利益については、株式分割後の額を記載しております。
当社は、平成25年４月４日開催の取締役会において、株式の分割及び単元株制度の採用について決議し、平成25年９月１
日を効力発生日として、普通株式１株を100株へ分割し、単元株式数を100株とすることとしております。株式分割を考慮し
ない前回発表予想の１株当たり当期純利益については17,730円50銭、今回修正予想の１株当たり当期純利益については
9,498円48銭となります。 

修正の理由 
当第１四半期累計期間のわが国経済は、政府の経済政策への期待感は高まっておりますが、小売業界におきましては、
依然として節約志向や、価格と品質のバランスを重視した消費動向が続き、経営環境は厳しい状況で推移いたしました。 
このような状況のもと、当社は業績の向上を目指しましたが、当第1四半期累計期間における既存店客数前年比は87.5%と
前年を大きく下回り、既存店売上高前年比は89.0％、全社の売上高前年比は93.9％となりました。 
客数減につきましては、既存の客層の中でもボリュームの大きい層である、30代の顧客に対応する商品の拡充を徹底でき
なかったこと、また、当社の店舗で定期的に商品を購入している、常連顧客に対応できる変化のある品揃えが不足したこと
が、大きな要因であります。 
第１四半期に起きた課題につきましては、現在、改善に取り組んでおります。第２四半期には回復を見込んでおりますが、
第１四半期累計期間に発生した計画との乖離を補うには到らず、第２四半期累計期間の前回予想を修正するものでありま
す。 
通期につきましては、第２四半期累計期間の修正および、第３四半期以降で当初計画より売上高で50百万円増、営業利益
で５百万円増、経常利益で５百万円増の修正を行いました。修正の理由は、30代の顧客および常連顧客など当社のコアと
なる客層で客数改善を更に進めることに加えて、女性客拡大など新規顧客への対応も推進することで、当初計画より売上
増が見込まれるためであります。以上により、通期の前回予想を修正するものであります。 
 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今
後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上

平成25年6月27日
各 位 

上場会社名 株式会社 シーズメン
代表者 代表取締役社長 青木 雅夫
（コード番号 3083）
問合せ先責任者 経営管理部長 保住 光良
（TEL 03-5623-3781）

業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績の動向等を踏まえ、平成25年４月４日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたし
ましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,800 160 155 77 9,751.77
今回修正予想(B) 3,550 25 20 5 633.23
増減額(B-A) △250 △135 △135 △72
増減率(%) △6.6 △84.4 △87.1 △93.5
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年2月期第2四半期）

3,519 147 143 75 9,596.93

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,050 360 350 140 177.30
今回修正予想(B) 7,850 230 220 75 94.98
増減額(B-A) △200 △130 △130 △65
増減率(%) △2.5 △36.1 △37.1 △46.4
（ご参考）前期実績 
（平成25年2月期）

7,336 300 290 114 14,527.35


